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生可能エネルギーの供給量は 1 年で 64 EJ（エクサ
ジュール＝ 1018J）であり、世界の一次エネルギー














「ベースライン」のケースでは 100 EJ 超、「カテゴ
リーⅠおよびⅡ」のケースでは約 250 EJ と予測さ
れ、2008 年の供給実績の 1.5〜4 倍となる。6 分野
別にみると、「ベースライン」と「カテゴリーⅠお
よびⅡ」との間では、バイオマスの導入ポテンシャ
ルに約 2 倍の開きが出る。対照的に、水力は「ベー
スライン」でも「カテゴリーⅠおよびⅡ」でもほ
とんど導入ポテンシャルに違いがない（図表）。
　「カテゴリーⅠおよびⅡ」の場合、一次エネルギー
に占める再生可能エネルギーは 27％ となる。また
種類別では、バイオマスが再生可能エネルギー全
体の 6 割、風力、太陽（光・熱）、水力がそれぞれ
1 割強となる。バイオマスは、途上国における熱源
としての従来型用途が減少し、代わりに自動車燃
料などの石油代替用途が増大する。
　特別報告書では、再生可能エネルギーの研究開
発投資は、新技術需要の拡大政策を組み合わせる
ことが最も効果的であるとしている。また、多く
の研究結果より、先進国よりも途上国においてよ
り大きな再生可能エネルギーの導入ポテンシャル
が予測された。
トピックス3 IPCCの再生可能エネルギーポテンシャル予測
　2011年 5月、国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 3作業部会は、再生可能エネルギー
の供給ポテンシャルの予測をまとめ、特別報告書（SRREN）として発表した。再生可能エネルギー
利用量は、技術的に利用可能な量の 2.5％以下で、拡大の余地が大きい。2050年における再生可能
エネルギーの供給ポテンシャルは、2008年の利用実績の 1.5〜4倍となり、一次エネルギーに占める
割合は最大で 27％となる。また先進国よりも途上国においてより大きな再生可能エネルギーの導入
ポテンシャルを予測している。
図表　2050 年における再生可能エネルギー導入予測
参考資料1）を基に科学技術動向研究センターにて作成
（海洋、地熱は省略）
